
全天候型アレイスピーカー
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型    
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取扱設置説明書

PS-S118は、防水重耐塩仕様、非常放送対応、ハイインピーダンス仕様です。PS-S318は、ローインピーダンス仕様です。

－お買い上げありがとうございます－
ご使用前に、この「取扱設置説明書」をお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安全上のご注意」は必ずお読みいただ
き、安全にお使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。

製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際は本機に製造番号が正しく記されているか、またその製造番号と保証
書に記載されている製造番号が一致しているかお確かめください。

<天井設置の場合＞ <壁設置の場合＞

B5A-3037-20

この取扱設置説明書の見かた
	■ 本文中の記号の見かた
ご注意　： 操作上の注意が書かれています。
メ　モ　： 機能や使用上の制限など、参考になる内容が書

かれています。

	■ 本書の記載内容について
	• 本機はスピーカーが2台連結されています。以後、スピー
カーを 2 台連結している状態を「スピーカーシステム」
と呼びます。

	• 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部、または
全部を弊社に無断で転載、複製などを行うことは禁じら
れています。

	• 本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標、
または登録商標です。本書では ™、® 、© などのマー
クは省略してあります。
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はじめに

安全上のご注意
絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載され
ています。これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、
お客様や他の人々への危害や財産の損害を未然に防止する
ための表示です。絵表示の意味をよく理解してから本文を
お読みください。

警告
この表示（文字含む）を無視して、
誤った取り扱いをすると、人が
死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています

注意
この表示（文字含む）を無視して、
誤った取り扱いをすると、人が
傷害を負ったり、物的損害の発
生が想定される内容を示してい
ます

絵表示の説明

注意（警告を含む）が必要なことを示す記号

一般的注意 感電注意 指のケガに注意
してはいけない行為（禁止行為）を示す記号

禁止 水場での使用禁止 ぬれ手禁止

接触禁止 分解禁止 水ぬれ禁止
必ずしてほしい行為（強制・指示行為）を示す記号

電源プラグを抜く 一般的指示 アース線を接続せよ

 警告
異常が発生したとき

スピーカーから煙が出ている、変なにお
いがするなどの異常が発生したときは、
そのまま使用しない
このようなときは、すぐにパワーアンプ
の電源を切り、電源プラグをコンセント
から抜いてください。そのまま使用を続
けると、火災や感電の原因となります。
煙が出ているときは、止まったのを確か
めてから販売店に修理を依頼してくださ
い。お客様ご自身が修理することは危険
です。絶対にやめてください。

設置について
設置の際は必ず販売店に相談する
天井や壁面への設置工事は、専門的な技
術が必要になります。正しく設置されな
いと、落下したりして、けがや事故の原
因になります。設置工事は、必ずお買い
求めいただいた販売店にご相談くださ
い。

不安定な場所に置かない
ぐらついている台の上や傾いた所に置か
ないでください。落ちたり、倒れたりし
てけがをする原因となります。

本機の上に重いものを置かない
重いものや本体からはみ出るような大き
な物を置くと、バランスがくずれて倒れ
たり落ちたりして、けがの原因となるこ
とがあります。

天井や壁面に取り付ける機器について
は、機器の重量に十分耐えられる強度を
持った場所に取り付ける
PS-S118の質量は約17.7kg、PS-
S318の質量は約16.6kgです。（スピー
カ―ホルダー込み）
化粧合板、石膏ボード、プラスターボー
ドなど、材質に強度が足りない場合は、
補強材 (ベニヤ合板など )を当てて補強
してください。
補強が不十分な場合は、落下し、けがの
原因となります。

必ず、アンプの電源を切ってから設置、
接続を行う
アンプの電源を切らずに作業を行うと、
感電の原因となることがあります。

取り付ける前に本機に異常がないか確認
する
本機の樹脂部やキャビネットにひび割れ
や変形などの異常が発見された場合は、
そのまま取り付けないで交換してくださ
い。長期使用での破損や落下事故の原因
となります。

取り扱いについて
内部に物を入れない
金属類や燃えやすいものなどが入ると、
火災や感電の原因となります。
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本機を分解したり、改造しない
内部には電圧の高い部品があり、火災や
感電、落下事故の原因となります。内部
の点検、修理は販売店に依頼してくださ
い。

風呂場など水のある場所で使わない	
（PS-S318のみ）
機器の内部に水が入ると、火災や感電の
原因となります。また、雨天、降雪中、
海岸、水辺で使用するときはご注意くだ
さい。

この器機の上に乗らない、ぶら下がらな
い
倒れたり、こわれたりしてけがの原因と
なることがあります。特に小さいお子様
のいるご家庭では注意してください。 

長時間、音がひずんだ状態で使わない
スピーカーが発熱し、火災の原因となる
ことがあります。

スピーカー入力線やワイヤーを引っ張ら
ない
スピーカー入力線 (PS-S118のみ ) や、
上下のスピーカーをつないでいるワイ
ヤーは引っ張らないでください。
防水性能が落ちたり、抜けてけがの原因
となることがあります。

 注意
設置について

次のような場所に設置しない
火災や感電、本機の落下の原因となるこ
とがあります。
•	湿気やほこりの多いところ
•	調理台や加湿器のそばなど、油煙や
湯気が当たるところ
•	火気、熱器具の近くなど
•	可燃性、引火性、揮発性ガスなどが
あるところ
•	屋内プールなどの塩素雰囲気にさら
されるところや、温泉などの腐食性
ガスが発生するところ
•	直接、海水がかかるところ
•	窓ぎわなど水滴の発生しやすいとこ
ろ
•	粉じんの発生するところ
•	強い振動のある場所

移動するときは、重いので必ず2人以上
で持つ
けがの原因になることがあります。

移動するときは、機器の下側を持つ
本機を移動するときは、スピーカーシス
テムの下側を持ってください。下側以外
（本体側面と金具の間や上側スピーカー
と下側スピーカーの間）を持つと指など
を挟み、けがの原因となるとがあります。

取り付けねじやナットで締め付ける箇所
がある機器は、締め付けを確実に行う
重締め付けが不確実だと落下する原因と
なります。また、台風や暴風雨など悪天
候のあとには、ねじの緩みがないか点検
し、落下の危険がないことを確認してく
ださい。

取扱設置説明書に記載されていることに
従って設置する
取扱設置説明書に従わない不完全な取り
付けにより発生した事故や損害について
は、当社は責任を負いかねますので、設
置には十分な注意をお願いします。

取り扱いについて
梱包箱や梱包袋などは、小さなお子様の
手の届くところに置かない
遊びに使ったりすると、けがや窒息の原
因となることがあります。
梱包箱・梱包袋は、施工後に回収してく
ださい。

お手入れについて
定期的に点検を行う
必ず1年に一度は、スピーカーが確実
に設置されていることを確認してくださ
い。

指のケガ
に注意
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設置・接続

正しくお使いいただくための
ご注意

設置時のご注意
	■ スピーカーを大音量で鳴らすと、壁や天井の構造
によっては振動して音質を損ねる場合があります。
壁や天井を補強し、振動の発生を防止してくださ
い。
	■ スピーカーの開口部分に直接物を当てないでくだ
さい。異常音や故障の原因となります。
	■ 落下防止ワイヤーは、必ず確実に取り付けてくだ
さい。取り付け後は、ボルトやナットの緩みなど
がないことを必ず確認してください。
	■ スピーカー前面を上に向けて設置しないでくださ
い。PS-S118では、スピーカーの振動板に水が
溜まり故障の原因となります。

＜正しい設置＞

＜誤った設置＞

接続時のご注意
	■ 複数のスピーカーを使用する場合、使用するすべ
てのスピーカーの極性を必ず合わせてください。
	■ 接続するスピーカーの合成インピーダンスは、使
用するパワーアンプの負荷インピーダンス以上に
なるようにしてください。
	■ 本機の定格入力を超えた過大入力を入れ続けない
でください。

横設置

たて設置
斜め設置

上向き設置

お手入れについての注意
	■ キャビネットが汚れたら中性洗剤などで汚れを落
とし、乾いた布でふきとってください。
	■ シンナーやベンジン、塩素系洗剤、殺虫剤など揮
発性の物をかけたり、またゴムやビニール製品な
どを長時間接触させたままにしないでください。
キャビネットの塗装が変質したり、はがれるなど
の原因となります。

設置前の準備

スピーカーシステムの垂直指向角度を
決める
垂直指向角度を15度または30度で使用することができ
ます。使用しないボルト穴に付属のボルト穴キャップを取
り付けてください。
	■ 垂直15度で使用する場合

（指向特性：水平　100度、垂直　15度）
Aの穴：こちらの穴を使用します。
Bの穴：付属のボルト穴キャップを取り付けます。（左右両面）

	■ 垂直30度で使用する場合
（指向特性：水平　100度、垂直　30度）
Aの穴：付属のボルト穴キャップを取り付けます。（左右両面）
Bの穴：こちらの穴を使用します。

ご注意
	• 連結部のボルト（左右両面）は緩んだ状態で梱包されて
います。

	• 連結部のボルト（左右両面）は絶対にはずさないでくだ
さい。落下の原因となります。

	• 連結部を固定するまでは、指の挟みこみに注意してくだ
さい。

	• 使用しない穴に必ずキャップを取り付けてください。
キャップを取り付け忘れると、水が入り込み、故障の原
因となります。

連結部 Aの穴 Bの穴

連結部 Aの穴 Bの穴
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壁面に設置する

壁面に設置するための準備をする
「スピーカーシステムの垂直指向角度を決める」（ 4 
ページ）の後に実施してください。

	■ スピーカーホルダーの溝部に引っ掛けるためのボ
ルトを取り付ける（壁面の場合）

上側のスピーカーの穴（垂直指向角度が15度、30度で異
なる）に、必ず付属のM10ステンレスボルトを使用して
ください。M10ステンレスボルトをスピーカー側面から平
ワッシャーまでは約15mm程度になるまでねじ込みます。
（左右両側）
垂直15度で使用する場合

垂直30度で使用する場合

メモ
	• 背面の銘板ラベルに設置上方向の矢印が記載されていま
す。設置するときの参考にしてください。

	■ スピーカーホルダーの取り付け向きを確認する
スピーカーホルダーの溝部がスピーカーシステム上部を向
くように取り付けます。

M10ステンレスボルト

ボルト穴キャップ
（付属品）

ボルト穴キャップ
（付属品）

設置上方

＜銘板ラベル＞

上側のスピーカー

M10ステンレス
ボルト（付属品）

ボルト穴キャップ
（付属品）

＜銘板ラベル＞

上側のスピーカー

設置上方

上部

前面

溝部

スピーカー
ホルダー

水平角度調整用のスピーカーハンガー
（別売）を取り付ける
水平方向の角度調整をしたい場合は、別売のスピーカーハ
ンガー（PS-U18) を取り付けてください。
取り付け方法は、スピーカーハンガー（PS-U18) の「取扱
設置説明書」をご覧ください。

ご注意
	• スピーカーハンガー（PS-U18) は、壁への取り付けの
みにお使いいただけます。壁以外の場所には使用しない
でください。

スピーカーホルダーを設置場所に取り
付ける
1.	壁にアンカーボルトを打つ
下図の寸法で壁にアンカーボルトを取り付けてください。

ご注意
	• ア ン カ ー ボ ル ト (M12) で
設 置 す る 場 合 は、 天 井 よ り
300mm 以 上 は な し て く だ
さ い。 ボ ル ト 長 は 壁 面 よ り
25mm 以下にしてください。
25mm を超えると、アンカー
ボルトがスピーカーシステム
にぶつかり取り付けができな
くなる場合があります。

壁面
アンカーボルト

25mm以下

11
6 

m
m

350 mm

70
 m

m

60 mm

通線孔 Φ30mm
(必要に応じてあける)

落下防止ワイヤー
取り付け用
アンカーボルト(M10)

＜次のページにつづく＞
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設置・接続

壁面に設置する（つづき）
2.	スピーカーホルダーを壁面に取り付ける。

Aの４つの穴をすべて使用して、壁面に取り付けてくださ
い。

ご注意
	• B の取付穴を使って壁面に設置する場合、必ず A の取付
穴（4 つ）も使って設置してください。B の取付穴だけ
で設置した場合、スピーカーシステムがふらつくことが
あります。

	• 必ず緩み防止を施してください。

スピーカーシステムを取り付ける

ご注意
	• スピーカーを引っ掛けた状態で持ち上げるときに、ス
ピーカーホルダーの溝部から引っ掛けたボルトがはずれ
ないよう、十分注意してください。

	• すべてのスピーカーのバッフル面が水平より下向きにな
るように設置してください。

	• 溝部と穴の取り付ける組み合わせを間違えると、スピー
カーのバッフル面が水平より上向きになり、雨水などが
入りやすくなるため故障の原因となります。

1.	スピーカーホルダーの溝部に、「スピーカーホル
ダーの溝部に引っ掛けるためのボルトを取り付け
る（壁面の場合）」（ 5 ページ）で取り付け
たM10ステンレスボルトを引っ掛ける。（左右両
側）

手順３の下向きの角度によって、右上の図のとおりM10
ステンレスボルトを引っ掛ける溝部が異なります。

A

Ｂ

Ｂ

2.	入力線の接続をする
「接続をする」(9ページ )を参照いただき、入力線をスピー
カーシステムへ接続してください。

ご注意
	• 上側のスピーカーだけで引っ掛けた状態で放置せず、結
線が終わり次第、手順 3 に進んでください。

3.	スピーカーシステムの下向きの角度を決め、スピー
カーシステムとスピーカーホルダーを固定する

ご注意
	• 下向きの角度は水平を基準にしています。
	• PS-S118 の場合、下向き角度 0 度（正面向き）で使用
しないでください。下向き角度 15 度以上で設置してく
ださい。下向き角度 0 度で使用すると、内部に水が入り、
故障の原因となります。

M10ステンレスボルト

スピーカーホルダーの
溝部

下向き角度が0度～25度のときに使用

下向き角度が35度～75度のときに使用

持ち上げる

＜イラスト例：下向き角度15度の場合＞

M10ステンレスボルト
（付属品）

下向き角度調整穴

35度

0度 25度15度

75度

65度

55度

45度
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①	 地面側のスピーカーを持ち上げ、該当する角度の下向き
角度調節穴と、地面側のスピーカーの穴を合わせます。
②	 付属の M10 ステンレスボルトでしっかりと留めます。
( 左右両側 )

4.	スピーカーホルダーに引っ掛けたM10ステンレ
スボルトを増し締めする。（左右両側）

5.	連結部のM8ステンレスボルトを増し締めする。

すべてのボルトに緩みがないことを確認してください。

＜「落下防止ワイヤーを取り付ける」（9 ページ）に
つづく＞

天井に設置する

天井に設置するための準備をする
「スピーカーシステムの垂直指向角度を決める」（ 4 
ページ）の後に実施してください。
	■ スピーカーホルダーの溝部に引っ掛けるためのボ
ルトを取り付ける（天井の場合）

下側のスピーカーの穴（垂直指向角度が15度、30度で異
なる）に、必ず付属のM10ステンレスボルトを使用して
ください。M10ステンレスボルトをスピーカー側面から平
ワッシャーまでは約15mm程度になるまでねじ込みます。
（左右両側）
必ず付属のM10ステンレスボルトを使用してください。
垂直15度で使用する場合

垂直30度で使用する場合

M8ステンレスボルト

M10ステンレス
ボルト（付属品）

ボルト穴キャップ
（付属品）

ボルト穴キャップ
（付属品）

下側のスピーカー

上側のスピーカー

＜銘板ラベル＞

設置上方

M10ステンレス
ボルト（付属品）

ボルト穴キャップ
（付属品）

上側のスピーカー

下側のスピーカー

＜銘板ラベル＞

設置上方

	■ スピーカーホルダーの取り付け向きを確認する
スピーカーホルダーの溝部がスピーカーシステム背面を向
くように取り付けます。

スピーカーホルダーを天井に取り付け
る
1.	天井にアンカーボルトを打つ
下図の寸法で天井にアンカーボルトを打ってください。

ご注意
	• ア ン カ ー ボ ル ト (M12) で
設 置 す る 場 合 は、 壁 面 よ り
300mm 以 上 は な し て く だ
さい。ボルト長は天井面より
25mm 以下にしてください。
25mm 以上になると、アン
カーボルトがスピーカーシス
テムにぶつかり取り付けがで
きなくなる場合があります。

2.	スピーカーホルダーを天井に取り付ける。
下図の取付穴を使て、スピーカーホルダーを天井に取り付
けます。

スピーカーホルダーの
溝部

前面

背面

天井

アンカーボルト

25mm以下

11
6 

m
m

350 mm

70
 m

m

60 mm

通線孔 Φ30mm
(必要に応じてあける)

落下防止ワイヤー
取り付け用
アンカーボルト(M10)

スピーカー
背面

スピーカー
前面

取付穴

＜次のページにつづく＞
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設置・接続

天井に設置する（つづき）

スピーカーシステムを取り付ける

ご注意
	• スピーカーを持ち上げるときに、スピーカーホルダーの
溝部から引っ掛けたボルトがはずれないよう、十分注意
してください。 

	• すべてのスピーカーのバッフル面が水平より下向きにな
るように設置してください。

	• 溝部と穴の取り付ける組み合わせを間違えると、スピー
カーのバッフル面が水平より上向きになり、雨水などが
入りやすくなるため故障の原因となります。

1.	スピーカーホルダーの溝部に、「スピーカーホル
ダーの溝部に引っ掛けるためのボルトを取り付け
る（天井の場合）」（ 7 ページ）で取り付け
たM10ステンレスボルトを引っ掛ける。（左右両
側）

手順３の下向きの角度によって、下図のとおりM10ステ
ンレスボルトを引っ掛ける溝部が異なります。

2.	入力線の接続をする
「接続をする」(9ページ )を参照いただき、入力線をスピー
カーシステムへ接続してください。

ご注意
	• 下側のスピーカーだけで引っ掛けた状態で放置せず、結
線が終わり次第、手順 3 に進んでください。

M10ステンレスボルト

スピーカーホルダー
の溝部

下向き角度が15度～55度のときに使用

下向き角度が65度～90度のときに使用

3.	スピーカーシステムの下向きの角度を決め、スピー
カーシステムとスピーカーホルダーを固定する

ご注意
	• 下向きの角度は水平を基準にしています。

①	 天井側のスピーカーを持ち上げ、該当する角度の下向き
角度調節穴と、地面側のスピーカーの穴を合わせます。
②	 付属の M10 ステンレスボルトでしっかりと留めます。
( 左右両側 )

4.	スピーカーホルダーに引っ掛けたM10ステンレ
スボルトを増し締めする。（左右両側）

5.	連結部のM8ステンレスボルトを増し締めする。

すべてのボルトに緩みがないことを確認してください。

＜「落下防止ワイヤーを取り付ける」（9 ページ）に
つづく＞

M10ステンレス
ボルト（付属品）

持ち上げる

＜イラスト例：下向き角度35度の場合＞

天井側の
スピーカー

下向き角度調整穴

15度
75度
65度

90度
25度

35度

45度

55度

M8ステンレスボルト
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落下防止ワイヤーを取り付け
る
下図のように、天井側 /地面側スピーカーのどちらか一方
の落下防止ワイヤー取付ブラケットへ落下防止ワイヤー2
本を通し、落下防止ワイヤー取付用アンカーボルト (2ヶ所 )
に取り付けます。このとき、落下防止ワイヤー取り付け用
アンカーボルトから遠いスピーカーの落下防止ワイヤー取
付ブラケットへ通してください。
別売りのスピーカーハンガー(PS-U18)を使用する場合も、
必ず落下防止ワイヤーを取り付けてください。
この場合は、落下防止ワイヤー取り付け用アンカーボルト
に近いスピーカーの落下防止ワイヤー取付ブラケットへ落
下防止ワイヤー2本を通し、落下防止ワイヤー取付用アン
カーボルト (2ヶ所 ) へ取り付けます。

ご注意
	• 落下防止ワイヤーは必ず取り付けてください。 
	• 落下防止ワイヤーは、スピーカーシステムとスピーカー
ホルダーの質量、落下強度に十分耐えられるものを使用
し、十分な強度を持ったところに取り付けてください。

	• 落下防止ワイヤー ( ステンレス製：φ 2.5mm) は、PS-
S318 のみに付属しています。PS-S118 には付属し
ていませんので、PS-S118 本体の質量に十分耐えら
れる強度を持ったものをご使用ください。PS-S118 本
体の質量は約 14.7kg（スピーカーホルダー込み：約
17.7kg）です。

①	 シンブル（金具）がついていない方を落下防止ワイヤー
取り付けブラケットに通します。
②	 ①で通した落下防止ワイヤーをシンブルのついている
輪っかに通します。

＜「接続をする」につづく＞

＜イラスト例：天井に設置した場合＞

落下防止ワイヤー
取付ブラケット

落下防止ワイヤー
天井または壁面へ取り付ける

シンブル（金具）

ワイヤー同士が擦りきれる
のを防ぐため、環状部の
内側に、シンブル（金具）が
ついています。

①

②

接続をする
	• 複数のスピーカーをアンプに接続する場合は、必ずすべ
てのスピーカーの＋、－の極性を合わせ、並列接続にし
てください。

	• 接続するスピーカーの合成インピーダンスがアンプの許
容負荷インピーダンス以上になるようにしてください。

（スピーカーの合成インピーダンスがアンプの許容負荷イ
ンピーダンス以下になると、アンプの故障の原因となり
ます。）
	■ PS-S118の場合

	• スピーカーの入力線は白色、黒色、茶色、黄色の 4 本です。
必要な入力に合わせて白色－黒色、白色－茶色、白色－
黄色を選択し、アンプからのスピーカーラインに接続し
てください。

	• 使用しない入力線は、絶縁テープで確実に絶縁してくだ
さい。結線した入力線は、防水テープ（融着）を使用し、
水が入らないようにしてください。

COM HOT
15W（670Ω） 白 黄
30W（330Ω） 白 茶
60W（167Ω） 白 黒

	■ PS-S318の場合
アンプ出力の＋とスクリュー端子（＋側）、アンプ出力の－
とスクリュー端子（－側）を接続します。

ご注意
	• PS-S318 に取り付けられているスクリュー端子に、ハ
イインピーダンス用スピーカーラインを接続しないでく
ださい。故障の原因となります。

アンプへ接続

スクリュー端子（－側）

スクリュー端子（+側）
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その他

仕様
PS-S118のみ：
スピーカー種別：L級（消防法施行規則に基づく種類）
音響パワーレベル：p=96 dB(1 W)
指向特性区分=Ｘ

PS-S118 PS-S318
スピーカー
ユニット

16 cmコーン型 (耐水・
耐UV) × 2、定指向性
ホーン＋行路長補正ス
ロート＋22 mmドラ
イバー×2

16 cmコーン型×2、
定指向性ホーン＋行路長
補正スロート＋22 mm
ドライバー×2

形式 バスレフ型キャビネット　
アレイ構成

バスレフ型キャビネット　
アレイ構成

定格入力 15 W、30 W、60 W 130 W
最大入力 － 260 W
出力音圧
レベル

99 dB± 2 dB / W 
(1 m) 

100 dB± 2 dB / W 
（1ｍ）

周波数特性 55 Hz ～ 20 kHz 55 Hz ～ 20 kHz
入力インピー
ダンス

670 Ω（15W）
330 Ω（30W）
167 Ω（60W）

8 Ω

水平／垂直
指向角度

水平：120°
垂直：15°、30°
( 取付穴位置選択により
変更可能 )　

水平：120°
垂直：15°、30°
( 取付穴位置選択により
変更可能 )

防水保護等級 IPX5準拠
(JIS C 0920)

－

重耐塩 対応 －
防球 対応

（屋内設置時のみ )
対応
（屋内設置時のみ )

質量 スピーカーホルダー込
み：約17.7 kg
本体のみ：約14.7 kg

スピーカーホルダー込
み：約16.6 kg
本体のみ：約13.6 kg

入力端子の
種類

スピーカー入力線 スクリューターミナル

材質 キャビネット：
PP複合材
ブラケット：ステンレス
連結部：ステンレス

キャビネット：
PP複合材
ブラケット：ステンレス
連結部：ステンレス

本体仕上げ 耐UV黒色塗装
(マンセルN1.5 近似 )

耐 UV黒色塗装
(マンセルN1.5 近似 )

オプション スピーカースタンド（JVC製　PS-U500）
スピーカーハンガー（JVC製　PS-U18）

付属品・
添付物

※	－：非該当
※	PS-S118は海岸地域などの塩害の環境下での使用を想定した
仕様ですが、完全な防錆を保証するものではありません。　　
使用環境によっては錆が発生します。

取扱設置説明書
（本書）............................1
保証書............................1
スピーカーホルダー.....1
M10ステンレスボルト
.......................................4
ボルト穴キャップ.........4

取扱設置説明書
（本書）............................1
保証書............................1
スピーカーホルダー.....1
M10ステンレスボルト
.......................................4
ボルト穴キャップ.........4
落下防止ワイヤー.........2

スタンドに設置する（応用）
本機は、別売品のスピーカースタンド（PS-U500）に下
記のように取り付けることもできます。

ご注意
	• スピーカースタンドに取り付ける場合は、お客様にて
M8 ボルト ( 長さ 50mm 以上 2 個 )、ナット (2 個 ) を
ご用意いただき、スピーカーホルダーとスピーカースタ
ンドを緩みの無いようしっかりと締め付けてください。

	• スピーカーの角度は変更できません。設置できる角度は
正面のみです。

	• 設置する場所は、不安定な場所には置かないでください。
必ず、平らな場所に置いてください。

	• 風が強い時は、使用しないでください。

推奨イコライジング
弊社のデジタルミキサーをご利用の場合、PS-S118／
S318専用パラメーターを指定することで、より良い音
質にてご利用頂けます。(JVC製デジタルミキサー PS-
DM300、PS-DM500、PS-DM700)
デジタルミキサーを利用しない場合は、以下のパラメーター
を設定することで、より良い音質にてご利用頂けます。
63Hz ゲイン： ＋ 3.0dB Q： 3.0
100Hz ゲイン： ＋ 6.0dB Q： 1.5
4kHz ゲイン： － 10dB Q： 2.0
12.5kHz ゲイン： ＋ 10dB High shelving

スタンド取付穴

スピーカースタンド
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	■ 外形寸法図（単位：mm）

PS-S118／ PS-S318共通

スピーカーホルダー

※	本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することが
あります。

	■ スピーカーシステムに振れ止めを取り付ける場合
壁面設置にて振れ止めを取り付ける場合は、スピーカーシ
ステム側面 (左右両面 )の最上部のボルト穴 (M10ステン
レスナット内蔵 )のみご利用いただけます。
(ボルト穴キャップを外してご利用ください。取り付け可能
なボルト長さは25mm～40mmです。) 

350

11
6

10
6

180
102

143

23

通線孔φ30

2-Φ11

14-Φ13

保証とアフターサービス

	■ 保証書の記載内容ご確認と保存について
この商品には保証書を別途添付しております。
保証書はお買い上げ販売店でお渡ししますので所定事項の
記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してく
ださい。
	■ 保証期間について

保証期間は、お買い上げ日より1 年間です。保証書の記載
内容により、お買い上げ販売店が修理いたします。なお、
修理保証以外の補償はいたしかねます。
故障その他による営業上の機会損失は補償いたしません。
その他詳細は保証書をご覧ください。
	■ 保証期間経過後の修理について

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご
相談ください。修理によって機能が維持できる場合は、お
客様のご要望により有料にて修理いたします。
	■ サービス窓口

	• 下記 URL をご覧ください。
https://jkpi . jvckenwood.com/support/repair_
department.html

	• 業務用修理窓口（045-939-7320）

	■ サービスについてのお問い合わせ先
修理・保守・設置工事については、お買い上げ販売店また
は最寄りのサービス窓口にご相談ください。
	■ 修理を依頼されるときは

調子が悪いときは、この取扱説明書をもう一度ご覧になっ
てお調べください。簡単な調節で直ることがあります。そ
れでも具合が悪いときは、お買い上げ販売店またはサービ
ス窓口にご相談ください。
品名 ：全天候型アレイスピーカー

　アレイスピーカー
型名 ：PS-S118、PS-S318
お買い上げ日 ：
故障の状況 ：故障の状況をできるだけ具体的
ご住所 ：
お名前 ：
電話番号 ：

	■ 商品廃棄について
この商品を廃棄する場合は、法令や地域の条例に従って適
正に処理してください。

425

453
430

36
7

271

80
0

156

264.5

※1
スピーカー入力線
（PS-S118のみ）

※１：
スピーカーハンガー背面
からスピーカー本体先端
までの長さは最大471㎜
になります。

最外径（ボルト先端）

https://jkpi.jvckenwood.com/support/repair_department.html
https://jkpi.jvckenwood.com/support/repair_department.html
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JVCケンウッド
カスタマーサポートセンター

〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12

ご相談窓口におけるお客様の個人情報は、お問合せへの
対応、修理およびその確認に使用し、適切に管理を行い、お
客様の同意なく個人情報を第三者に提供または開示するこ
とはありません。

携帯電話・PHS

一部のIP電話など

FAX

固定電話

0570-010-114
045-450-8950
045-450-2308

0120–2727–87

©2021 JVCKENWOOD Public & Industrial Systems Corporation B5A-3037-20

ホームページ  https://jkpi.jvckenwood.com/

〒221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
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